
P&G の歴史 – その沿革



1837-1890 提提携携のの時時代代

1837年は起業家にとって困難な年でした。シンシナテｲ の市場は繁栄していたものの、米国は経済恐慌
に襲われ、全国で数百の銀行が閉鎖しました。米国の国自体が破産するのではないかという懸念も広が
っていました。

このような経済環境にもかかわらず、プロクター・アンド・ギャンブル（P&G）は新規の事業を打ち上
げ、国内を揺さぶっていた経済パニックを懸念せず、むしろ同市内の石鹸とローソク製造業者 14社との
競合を懸念していました。経済の嵐の真っ只中でのこの P&Gの冷静さは、将来を展望した当社の事業へ
の取り組み方、すなわち将来の P&Gの社是となった取り組み方を反映しています。例えば、1850年代
に国内で市民戦争が避けられないと噂されていた時代でも、事業拡大を維持するために新規の工場を建
設していきました。

その後、利益分配活動の国内での先駆者となると同時に、同業界の企業としては初めて研究施設に投資
をしました。駆け出しの若者であったプロクターとギャンブルの事業提携は、1890年には数百万ドル規
模の企業へと成長しました。それでも P&Gは、将来に目を向け事業展開を続けていきました。
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1890-1945 革革新新をを基基盤盤ににししたた企企業業

1890年の P&Gはアイボリーを含めた30種の石鹸を販売していました。完全カラー印刷の広告を全国的な
雑誌に掲載する事も含めた革新的な宣伝広告手法が起爆剤となり、消費者のP&Gの石鹸に対する需要は
継続的に成長していきました。この需要の成長に応えるめに、生産拠点をシンシナテｲ以外の場所に求
め、カンサス州カンサス市の工場を初めとし、国外拠点のカナダのオンタリオにも工場を建設しまし
た。これらの各工場で操業が始まると、次々と新しい工場の建設がスタートしました。

研究施設も工場に負けない位の忙しさで仕事をしました。革新的な新商品、例えばフレーク形態の衣
類・食器用洗剤アイボリー・フレークス...洗濯機用として初めて考案された洗剤チプソ...初の家庭用合
成洗剤のドレフト...アメリカ人の料理法を変えてしまった全植物性ショートニングのクリスコ等が次々
と市場に導入されました。

一番大切な点は、これらの革新的な研究開発活動が、単なる研究開発の目的のみならず、P&Gの先駆者
的な取り組み方による市場調査を経て、徹底的な消費者ニーズの把握に先導されて来た事でしょう。

これらの商品は、ラジオ番組「ソープ・オペラ（石鹸ドラマ）」、製品サンプリング活動、
販促割り増し金等を含めた革新的な手法で販売が促進されました。

P&Gは 1945年には年商約 $3.5億ドル規模の会社となり、その商品は米国とカナダ全土にわたって有名
になりました。また、P&Gは海外における事業開発の第一歩として、イギリスのトーマス＆ヘッドレー
社を買収しました。108年間の実績を経て、P&Gは飛躍的な成長に向けて地盤を固めました。
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1945-1980 新新大大陸陸とと飛飛躍躍的的なな成成長長

P&Gはアイボリー以降の最も重要な新商品とされたタイドを、1946年に市場に導入しました。タイドは
市場における他社の商品よりはるかに優秀であったため、短期間で大成功を収めました。事実この大成
功が、一連の新商品の導入のみならず、世界中の新市場の開発を含めた当社の急速な成長期の資金源と
して貢献しました。

タイド導入後の数年間に、P&Gは数々の新商品を導入しました。歯磨商品のクレストは初のフッ素処理
歯磨粉であり、市場で圧倒的な強みを見せてリーダー的商品に格付けされ、歴史的に前例のないアメリ
カ歯科医師協会の推薦を受けた商品となりました。当社のパルプ製造技術は、トイレットペーパーと紙
タオルの事業の成長に拍車をかけました。さらに P&Gは、その名の通り使い捨てのおむつのカテゴリー
を発明し、1961年のパンパースを市場へ導入しました。また当社は既存事業を強化し、新しく食料品と
飲料品のカテゴリーへ事業を拡大しました。その中で特に顕著な内容として、1963年のフォルジャース
コーヒーの買収、初の繊維軟化剤ダウニーの導入による、ランドリー業界における評価と地盤を強化し
た点があげられます。

これらにも増して大切な事は、事業の国際化に焦点を絞って行く事でした。新地域の市場で事業を成功
させるためには、これらの国々のホームグラウンドでの活動が必要である事を確信した P&Gは、立上げ
事業をメキシコでスタートさせ、続いてヨーロッパ、日本という順序で発足させていきました。P&Gは
1980年には、世界 23ヶ国での年商が約 $110億ドルの規模になり、1945年度の 35倍以上の収入で事業
を展開していました。.
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1980-1996 ググロローーババルル企企業業へへとと発発展展

設立150周年が近付いた1980年になると、P&Gは当社の歴史上かつて見られなかった劇的な成長時期を
迎えました。小規模な提携関係から中西部で始まった企業は、国内有数の多国籍大企業に成長したので
す。この劇的な時期に、二つの重要な変化がありました。

第一に、1982年のノーウイック・イートン・ファーマステｲカルズ買収、1985年のリチャードソン・ビ
ックス買収により、ヘルスケア業界の新規事業者として台頭した事です。また 80年代後半と 90年代前
半のノクセル、マックスファクター、エレンベトリックス等の買収により、新しく化粧品・香水事業
に参入しました。これらの買収は、当社のグローバル化計画に拍車をかけました。特にリチャードソ
ン・ビックスおよびマックスファクターの買収は、P&Gの国際的な存在価値を劇的に増大しました。こ
の新しいグローバルな強みを基盤に研究施設の中心拠点を米国、ヨーロッパ、日本、ラテンアメリカに
設立して全世界の研究開発のネットワークを確立し、世界的なブランド製品となったパンパース、オー
ルウエイズ/ウイスパー、パンティーヌ・プロ V、タイド、アリエール、クレスト、ビックス、オイル・
オブ・オレ等の商品のリーダー的地位を築き上げました。

過去数年にわたる P&Gの革新は、タイドがカテゴリーリーダーの地位を維持する事と、P&G社内の単
独最大規模ブランドを維持するのに貢献しました。現在の P&Gは、真の意味でグローバルな会社です。
1980年以降の当社ブランドを提供する全世界の消費者数は 4倍、すなわち 50億人となりました。現在
P&Gは、70ヶ国以上の国で事業を展開し、140ヶ国以上の国で当社の商品を販売し、その結果、世界最
大規模の消費財メーカー最優良企業の一つとなりました。

また、P&Gは全世界に 11万人以上の社員を雇用し、経済成長の面でも健全性の面でも世界各地でその
底力を発揮しています。

しかし、一世紀以上前のウイリアム・プロクターとジェームス・ギャンブルの精神と同様に、プロクタ
ー・アンド・ギャンブルの全社員は将来を展望しています。これは世界の消費者に最高の品質と価値あ
る商品を継続的に提供していく事を意味します。
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1997 – 現現在在 将将来来のの展展望望

P&Gは高品質のファブリック及びホームケア、ベビーケア、生理用品、テｲシュー及びタオル、ビュー
テｲケア、ヘルスケア、食品及び飲料等の商品の開発、販売、マーケティングリーダーとして認識されて
います。

P&Gは全世界 130ヶ国以上で、約 50億人の消費者に、およそ 250のブランドを提供しています。その
ブランドにはパンパース、タイド、アリエール、オールウエイズ、ウイスパー、パンティーヌ、バウン
テｲー、プリングルズ、フォルジャーズ、チャーミン、ダウニー、レナー、アイアムズ、オレ、クレスト、
ビックス、アクトネル等があります。

また、P&Gは全世界で約 10万 6千人の社員を雇用し、経済成長と健全性の両面における世界的な大企
業です。

しかし、一世紀以上前のウイリアム・プロクターとジェームス・ギャンブルの精神と同様に、P&Gの全
社員は将来に目を向けています。

P&Gの事業拡大目標: 10年間で事業規模を倍増し、取扱いカテゴリーの過半数の市場にてシェアを拡大
し、いずれは P&Gを同種企業の上位３位以内にランクさせ、株主に全体的な投資の見返りを提供する。
最も大切な P&Gの目標は、世界の消費者に最高の品質と価値ある商品を継続的に提供し、その結果とし
て P&Gの事業、社員、株主及び私達が住み、働くコミュニティーの繁栄に貢献する。




